
1941
（昭和16年）

1942
（昭和17年）

南方慰問団派遣員となる。

1944
（昭和19年）

インパール作戦特別報道班員となる。
母死去。

1946
（昭和21年）

長男誕生。長男誕生。

1945
（昭和20年）

福島へ疎開。腸チフスにかかり重体になるが奇跡的に回復。
病床から玉音放送。

約1か月軍隊生活を送る。10月、NHK連続ラジオドラマ
「山から来た男」で、終戦後初めて菊田一夫とコンビを組む。

1947
（昭和22年）

7月、NHK連続ラジオドラマ「鐘の鳴る丘」放送開始
（25年12月まで放送）。主題歌「とんがり帽子」作曲。

1948
（昭和23年）

全国高等学校野球大会の歌
「栄冠は君に輝く」作曲。

35歳

30歳

古関金子氏のできごと古関裕而氏のできごと
1909
（明治42年）

8月11日、福島県福島市大町に生まれる。
生家は呉服屋「喜多三（きたさん）」。

1914
（大正3年）

このころ父親が蓄音機を購入。
レコードを聴きながら育つ。

1912
（明治45年）

3月6日、愛知県豊橋市に生まれる。
父は陸軍獣医部、退職後は軍納入の御用商人。

1916
（大正5年）

福島県師範附属小学校
（現：福島大学附属小学校）入学。

1919
（大正8年）

卓上ピアノで作曲を始める。

1918
（大正7年）

小学3年から6年まで担任遠藤喜美治先生に唱歌と
つづり方（旧制小学校の教科。現在の作文）を習う。

1922
（大正11年）

福島商業学校入学。このころ「喜多三」廃業。
妹尾楽譜により本格的な作曲・編曲を始める。

1923
（大正12年）

このころ関東大震災をテーマに
「大地の反逆」作曲。

5歳

10歳

1949
（昭和24年）

裕而の創作オペラに出演。「長崎の鐘」作曲。

1950
（昭和25年）

裕而の創作オペラに出演。「イヨマンテの夜」作曲。

1953
（昭和28年）

NHK放送文化賞受賞。

1952
（昭和27年）

4月、NHK連続ラジオドラマ「君の名は」
放送開始（29年4月まで放送）。主題歌「君の名は」作曲。

1956
（昭和31年）

「忘却の花びら」がNHK連続ラジオドラマの最後となり、この後は
菊田一夫とともに舞台活動へと転進する。胃潰瘍手術をする。

1964
（昭和39年）

東京五輪において行進曲
「オリンピック・マーチ」作曲。

1957
（昭和32年）

日曜名作座開始。福商新校歌「若きこころ」作曲。
ミュージカルや劇場用ドラマの音楽、映画音楽など、

あらゆる分野にわたる作曲を手がける。

1969
（昭和44年）

紫綬褒章受章。

1973
（昭和48年）

朋友 菊田一夫氏逝去。
芸術座公演「道頓堀」が名コンビの遺作となる。
「暁に祈る」歌碑が信夫山第1展望台に建立。

1972
（昭和47年）

札幌冬季五輪において「純白の大地」作曲。
9月、画集「風景の調べ」を自費出版。オールスター家族対抗

歌合戦の審査員を務める（59年まで）。

1976
（昭和51年）

乳がんに気づく。

1980
（昭和55年）

7月23日、死去。日劇にて作曲生活50周年記念ショー。
5月、自伝「鐘よ 鳴り響け」を主婦の友社より刊行。

7月、妻金子死去。

1979
（昭和54年）

裕而の福島市名誉市民の授賞式に出席。福島市名誉市民となる。勲三等瑞宝章受章。
レコード大賞特別賞受賞。

1986
（昭和61年）

30年間音楽を担当したNHKラジオ「日曜名作座」を
健康上の理由で降り、作曲生活から引退。

1987
（昭和62年）

「日曜名作座」を3人で30年間続けた業績に対し、
森繁久彌、加藤道子とともに放送文化基金個人部門賞受賞。

1988
（昭和63年）

11月、福島市古関裕而記念館開館。

1989
（平成元年）

8月18日、死去。
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1924
（大正13年）

父逝去。
豊橋高等女学校入学。

福島市新町70番地に転居。

1926
（昭和元年）

福島ハーモニカ・ソサエティーに入る。

1927
（昭和2年）

ペンネームを「裕而」とつける。

15歳 12歳

20歳

1928
（昭和3年）

福島商業学校卒業後、川俣銀行に勤務。福島ハーモニカ・
ソサイエティーとともに、仙台中央放送局記念番組に出演。

1929
（昭和4年）

豊橋高等女学校卒業。
卒業後、半年間満州旅行へ。

舞踏組曲「竹取物語」ほか4曲をイギリス
ロンドン市のチェスター楽譜出版社募集の
国際作曲コンクールに応募し、二等に入選。

1931
（昭和6年）

帝国音楽学校（声楽科）に入学。早大応援歌「紺碧の空」作曲。
最初のレコード「福島行進曲」

「福島夜曲（ふくしまセレナーデ）」発売。

1930
（昭和５年）

１月、古関裕而の国際作曲コンクール入賞の記事を新聞で読む。
これをきっかけに約３か月の文通。６月１日、古関裕而と結婚。
福島市の「喜多三」で新婚生活。その後、阿佐ヶ谷で間借りし、
金子の帝国音楽学校への進学を考え世田谷に居を構えた。

6月１日、内山金子と結婚。
９月、「福商青春歌」作曲。

同月、コロムビア専属作曲家として上京。

1932
（昭和7年）

長女誕生。
ヴォーカル・フォア合唱団に夫婦で入る。

長女誕生。

1934
（昭和9年）

次女誕生。次女誕生。

20歳

25歳
1935
（昭和10年）

「船頭可愛や」初のヒット曲となる。

1936
（昭和11年）

「大阪タイガースの歌」（通称：六甲おろし）作曲。

1938
（昭和13年）

裕而と軽井沢に
避暑に。

金子と軽井沢に避暑に。
中支従軍。父死去。

1937
（昭和12年）

裕而と満州旅行。金子と満州旅行。「露営の歌」作曲。
放送劇「当世五人男」初のドラマ曲作曲。

この年、菊田一夫と出会う。

1939
（昭和14年）

1940
（昭和15年）

「暁に祈る」作曲。

30歳

17歳

古関裕而・妻 金子の年表
福島市名誉市民第1号

昭和の音楽史を代表する
福島市の大作曲家

古関裕而 特集

2020年度前期 連続テレビ小説 『エール』で主人公のモデル

～古関裕而の足跡を辿る～

古関裕而プロフィール
古関裕而(本名、古関勇治)は、明治42
(1909)年福島市大町に生まれ、昭和5
(1930)年9月に日本コロムビア(株)に作曲
家として入社、以来、作曲活動を継続し、戦
前においては「露営の歌」(昭和12：1937)、
「暁に祈る」(昭和15：1940)等の歴史的作
品を残したほか、戦後の荒廃した社会の中に
あっては「とんがり帽子」「長崎の鐘」等未来
へ希望を抱かせる明るい歌謡作品を発表し
多く人に愛唱されています。さらに、菊田一
夫氏とのコンビで昭和22(1947)年以降は放送作品に力をそそぎ、NHKラジオ・ド
ラマ「鐘の鳴る丘」「さくらんぼ大将」「君の名は」等の主題歌を発表し一世を風靡し
たことはあまりにも有名です。こうした数々の放送関係における業績により同28
(1953)年NHK放送文化賞を受賞しました。また、昭和39(1964)年アジアで初め
て開催されました東京オリンピックの選手入場行進曲「オリンピック・マーチ」 を作
曲しました。作曲作品総数は、5,000曲にもおよび、スポーツ・ラジオドラマ・歌謡
曲・演劇・校歌・社歌等、多岐にわたっています。こうした一連の功績によって昭和
44(1969)年には紫綬褒章を受章しています。また、昭和54(1979)年4月には福
島市名誉市民第一号となり、その功績と栄誉をたたえられています。
（福島市古関裕而記念館ホームページより転載）

古関裕而  ゆかりの地 ～各地に息づく古関メロディーを求めてゆかりの地を巡ってみてはいかがでしょうか～

地元福島市大町の出身で福島市名誉市民第1号である大作曲家、
古関裕而の業績を称え、後世にその業績と「古関メロディー」を広く
継承していくこと、また音楽文化の振興に資するため、市制80周年
記念事業として昭和63年11月12日にオープンしました。この施設
の外観は、名曲「とんがり帽子」を連想させる建物になっています。
（福島市古関裕而記念館ホームページより一部転載）

福島市古関裕而記念館
（福島市入江町）1

古関裕而の生家「喜多三（きたさん）呉服店」跡地（SMBC日興証
券福島支店前）。平成10年5月に、レンガ通り道路整備完成を記
念して、福島市大町に「生誕の地」記念碑が建てられました。午前
9時・正午・午後3時の3回、「さくらんぼ大将」「とんがり帽子」「阿
武隈の歌」が流れます。
（福島市役所ホームページより転載）

古関裕而生誕の地 記念碑
（福島市大町）　2

昭和57年に設置された西口駅前モニュメントですが、古関裕而
生誕100年を記念して、平成21年8月11日より古関メロディー
が時報として流れています。
（福島市役所ホームページより転載）

JR福島駅西口駅前広場
モニュメント（JR福島駅西口）4

建設省福島工事事務所（現国土交通省福島河川国道事務所）の
創立60周年に合わせ、昭和55年に設置されました。平和を祈る
合掌した人の手のデザインのため、「合掌の碑」とも呼ばれてい
ます。「福島夜曲」のオルゴールが1日5回、午前8時、正午、午後
3時、午後5時、午後9時に流れます。
（福島市役所ホームページより転載）

平和通り時計塔
（国道13号平和通り中央分離帯）5

平和通りとパセオ通りの交差点付近に、平和通り時計塔の復元
を記念して、平成19年に国土交通省河川国道事務所により、整
備されました。「福島夜曲」「さくらんぼ大将」「高原列車は行く」
がいつでも聞けるメロディーボックスが設置されています。
（福島市役所ホームページより転載）

ポケットパーク（福島市本町）6

古関裕而生誕100年を記念して福島駅東口にモニュメントが設
置されました。モニュメントは、朝8時～20時まで1時間ごとに
古関メロディーが流れます。福島駅の新幹線、在来線の発車ベ
ルも古関裕而メロディーとなっています。

古関裕而生誕100年記念
モニュメント（JR福島駅東口）3

福島民報社が中心となり、古関裕而が作曲した110曲
のリストの中から、ネットやハガキ、FAXでベスト30を決め
る人気投票が2019年12月10日から2020年2月7日まで
行われました。その投票結果をもとに、上位曲を収録し
た2枚組のCDです。

古関メロディーベスト３０あなたが
選んだ

ＣＤ発売決定!!２０２０年

4 29水 全国のＣＤショップ・オンラインにて。また、日本コロムビアWEB
サイトからも購入できます。

古関メロディー特設サイトはコチラ
※投票は終了しております


